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              ☆　ホームページアドレスが新しくなりました。
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　　　　　　　　　　　　『 音楽との出会い  』

　学生時代、小・中・高・短大で「好
きな科目は？」と尋ねられると必ず
「音楽」と答えていました。それは今
でも変わりません。昔から「サウン
ド・オブ・ミュージック」のような
ミュージカル映画や「スウィング
ガールズ」のような映画が大好きで
す。ストーリーはもちろん、その中で
流れる音楽を聴くと心に強く感じる
ものがあります。どう感じるのか？
と聞かれると、何と説明したらいい
のか自分でも分からないのですが、
鳥肌がたったり、時には涙が出てく
ることもあったりするんです。

先日、ある番組を見たのと、１枚のCD
を聴いて、自分が音楽好きだと改め
て感じ、音楽に対して特別な感情を
抱いていることに気づきました。あ
る番組とは、もちろん音楽の番組で、
毎日５分間、ピアノ名曲が紹介され
る番組です。これを見た後は必ずピ
アノを弾きたくなります。
　私が５歳の頃、仲良しの友達がピ
アノを習っていました。ピアノを習
いたいからではなく、習い事をして
いる友達を羨ましく思って「○○
ちゃんがしてるからわたしもやりた
い！！」と母に頼んだ記憶がありま
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す。習いはじめたころは半分遊び感
覚でした・・・しかし、課題が出て、
家でも練習しなければいけないので
す。理解力がなく、覚えも悪かったせ
いか家での練習は必ず母に怒られて
泣きながら弾いていました・・・１人
で練習できるようになったのは小学
校高学年頃からだったと思います
（その頃、母のレベルを追い抜いた！
というのもありますが～）。弾くこと
が嫌いになった時期もあったけれど、
中学２年の時にとても素敵な先生に
出会ってピアノで表現することの楽
しさを教えていただいたのです。そ
の先生と出会って５歳から約１５年
間（年数の割にレベルが伴っていな
いのですが・・・）辞めることなく続
けることができました。私の音楽好
きはピアノが始まりでした。
　そして、「１枚のCD」とは西宮少年
合唱団のCDです。小学４年～高校２
年までの８年間在団していました。
もともと歌うことが好きでも得意で
もありませんでした。今でも上手い
とは言い難いのですが、幼い頃はと
てつもなく音痴だったそうです。母
が「この子は耳が悪いんじゃない
か・・・」と心配するくらいでした。
でも、たまたま入団したのがきっか
けで歌うことが大好きになったので

す。４年生の時に勘違いで持って
帰ってきた手紙。母が小学校でおか
あさんコーラスをしていて、母に関
係する手紙だと思って持って帰りま
した（先生の話を全く聞いていな
かった証拠ですね・・・）。実は入団
募集の案内でした。そして、歌いたい
から！という気持ちがあって入団テ
ストを受けたわけでもありませんで
した。母から詳しく聞いた時“主な年
中行事”に“合宿”があると聞き、み
んなで泊まることにわくわくしたか
ら受験することに決めたような気が
します。母に「合宿っておとまりなん
でしょ？！」と聞いた覚えがありま
す。入団したのはよかったのですが、
音感がなかった私はみんなと合わせ
る、しかもメロディーではないパー
トを歌うなんてとても難しく、音を
読むのがやっと・・・という感じでし
た。１番目立つメロディーを歌いた
いと思っていたけれど、声が低い私
はソプラノになれるわけもなく～８
年間ずっと真ん中のハモリパート、
メゾでした。様々なジャンルの曲を
歌って練習していくにつれて、初め
は嫌いだった自分のパートも大好き
になり、みんなで歌うことがとても
楽しく感じるようになっていました。
歌うことが好きで集まってきて、学
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日本基督教団西宮公同教会集会案内

早天祈祷会   　　毎月１日午前6時30分から　    於：西宮公同教会集会室
教　会　学　校　 毎週日曜日午前9時から　　     於：西宮公同教会礼拝堂
聖　日　礼　拝　 毎週日曜日午前10時 45分から   於：西宮公同教会礼拝堂
聖書研究祈祷会　 毎月第1・3水曜日午後7時から 　於：西宮北口西伝道所
読　　書　　会　 毎月第2・4水曜日午後7時から   於：西宮北口西伝道所
ゆっくり聖書を読む会  毎月第３火曜日午前10時から   於：西宮公同教会集会室

校とは違う場所。そこで音楽を通し
て一緒の時間を共有してきました。
ここで過ごした８年間で、音楽って
なんてステキなんだろ～！と感じる
ことができました。
  今まで、いくつか習い事をさせて
もらったのですが、私にとってとて
も大きな影響を与えてくれたのは、
ピアノと合唱団でした。この職業に
就いたのは子どもが好きなのは１
番！！ですが、この２つを活かした
いと思ったのも１つの理由です。公
同に入って子ども達と一緒に歌った
り、全身で表現する姿に出会ったり、
ケロポンズや宮川彬良さんのコン
サートに行かせていただいたり～時

にはおかあさんコーラスで感動した
り～今まで知らなかった音楽の楽し
さに出会って、さらに音楽に対する
気持ちが強くなっている今日このご
ろ・・・。
ピアノも合唱団も始めた動機は今思
うとめちゃくちゃ・・・ですが、そん
な理由で習わせてくれた両親に感
謝！です。
       　　　　　　　　（延原　光）
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　“ろばの背”に乗って、エルサレム
神殿に入るイエスを、人々は「…ホサ
ナ、主の御名によって来たる者に祝
福あれ。今来たる、われらの父ダビデ
の国に、祝福あれ。いと高き所に、ホ
サナ」と言って迎えます（マルコによ
る福音書１１章９，１０節）。“ホサ
ナ”、“救ってください”という意味の
ヘブライ語の表現をそのまま使うの
は、その文字を使う人たちの期待と、
その期待に何でもって答えるのか、
という意味内容が少なからず込めら
れています。
　イエスが生きた時代のパレスチナ
は、ローマ帝国の支配下に置かれて
いました。ユダヤ教の指導者である
祭司長、長老、律法学者たちが生活の
細部にわたって強い影響力を持って
いましたが、イエスの処刑の場合の
最終的な決定権を持っていたのは
ローマの総督でした。「…夜が明ける
とすぐ、祭司長たちは長老、律法学者
たちおよび全議会と協議をこらした
末、イエスを縛って引き出し、ピラト
に渡した（同、15章1節）」。属州は、
総督を頂点とするローマ軍によって
支配されるのですが、その支配にす
り寄るようにして“手先”の役割をし
ていたのが上記のユダヤ教の指導者
であったことが、マルコ福音書の記

述によっても示されています。
　イエスが生きた時代に、ローマは
巨大な帝国を築きつつありました。
巨大な帝国を築き得たのは強い軍隊
と、それを維持する経済力で、経済力
を支えていたのは属州からの“税収”
でした。更に、イエスが生きた時代の
ローマでは、権力の頂点をめぐって、
シーザー、アントニウス、オクタヴィ
アヌスなどによる死闘が繰り広げら
れていました。結局、巨大な帝国の強
大な皇帝権力が生まれる状況で、属
州支配も大きな影響を受けることに
なります。例えば、そこで生きる人た
ちは、ローマの支配に実際にさらさ
れるだけではなくて、支配にすり
寄っていくユダヤ教指導者によって
仲間同士が分断されるということが
起こります。仲間であるはずの人た
ちが分断されその仲間を売っていく
ような時代の只中をイエスもまた生
きていました。さらに“ホサナ”とい
う言葉で迎えられる人として。救い
のない時代の、救いをもたらすなど
ということが、およそ考えられたい
状況の下で。
　そんな、救いのない時代の、救いを
もたらすなどということが、およそ
考えられない状況の下で、イエスの
挑んでいたらしい及びその意図らし
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きことが示されます。それは“ホサ
ナ”と叫ぶ人たちの「…父ダビデの
国」という期待にこたえる内容では
ありませんでした。ではないことを、
明確にするのが“ろばの子”です。「…
ベタニヤの付近にきた時、イエスは
二人の弟子をつかわして言われた
『むこうの村へ行きなさい。そこには
いるとすぐ、まだだれも乗っていた
ことのないろばの子が、つないであ
るのを見るであろう。それを解いて
引いてきなさい』」（同、１１章１，２
節）。「そこで、弟子たちは、そのろば
の子をイエスのところに引いてきて、
自分たちの上着をそれに投げかける
と、イエスはその上にお乗りになっ
た」（同、１１章７節）。“父ダビデの
国”の栄光を夢見、悲惨な現在を生き
る人たちの期待で“ホサナ”と叫ぶ人
たちに、“ろばの子に乗るイエス”の
ことで答えるのがマルコ福音書です。
しかし、その記述の中に、イエスの挑
んでいたこととその意図らしきもの
が示されています。巨大な帝国によ
る支配と、それにすり寄っていくも
うひとつの力の只中で、“全く希望が
ないわけではない”ということでそ
れは示されることになります。“ろば
の子に乗る”、の“ろば”の対極にあ
るのは"軍馬"です。ダビデの国の栄
光はどちらかというと“軍馬”によっ
て築かれました。イエスの登場は“ろ
ばの子に乗る”ことによって、それら
の期待を全く裏切ってしまいます。
ただ裏切るだけでなく、そのことの
意図をを明らかにしたのが、ゼカリ
ヤ書９章９，１０節です。「…シオン

の娘よ、大いに喜べ、エルサレムの娘
よ、呼ばわれ。見よ、あなたの王はあ
なたの所に来る。彼は義なる者で
あって勝利を得、柔和であって、ろば
に乗る。すなわち、ろばの子である子
馬に乗る。わたしはエフライムから
戦車を断ち、エルサレムから軍馬を
断つ。また、いくさ弓も断たれる。彼
は国々の民に平和を告げ、その政治
は海から海に及び、大川から地の果
にまで及ぶ。」これが“父ダビデの国”
の栄光を期待した人びとに対する答
えです。軍馬に対してより強い軍馬
ではなく、示されるのはただの“ろば
の子”です。“戦車を断ち”、“軍馬を
断ち”、“いくさ弓も断ち”、“彼は国々
の民に平和を告げる”ことを、あれこ
れおしゃべりではなく、イエスは身
をもって“ろばの子に乗る”ことで示
します。巨大な力とそれに擦り寄っ
ていくものたちの只中で、こうして
身をもって示すことは、全く取るに
ならないのですが、その足跡はしか
し決して誰も消し去ることはできな
かった、ということが例えばマルコ
福音書に書き残されることになりま
した。　　
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後藤は、高校、大学の卒業式に出てい
ません。高校は大学受験を、大学は神
戸の就職を理由にしたからです。で、
この３月１０日、沖縄の某大学大学
院を終えるにあたり、出てみようと
思ったのです。スーツ姿が男女とも
目立ちましたが、女性は琉装、あるい
は着物にはかま姿、男性でも一人琉
装、紋付なんかを着ているのもいま
した。後藤は、改良韓服にしました。
中国からの留学生は記念だからと着
物・はかまでした。長い式にはうんざ
りさせられましたが、院１から花束
やらをもらって何となく気分がでて
きました。昔は「神学修士」とか「文
学修士」なんていう呼称でしたが、も
らった学位記には「修士（地域研究）」
となっていました。１０人入学して
今回６人の修了。論文一位は１００
万円の奨学金。ちゃんとまじめに
やっていればよかったとしみじみ思
いました。その後理事長、教授たちと
会食やらあり、１１時に始まった一
連の行事から開放されたのは４時を
回っていました。

４月以降、「沖縄戦と朝鮮人」を２年
くらいかけて執筆、途中韓国と沖縄
がらみの民俗学や文化論みたいなも
のを何本か書くというつもりです。
沖縄における韓国学というのはまっ
たく手付かずなので少しやる意味は
あるかと思うのです。
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さて、その卒業式であらためて感じ
させられたことがあります。沖縄の、
特に若者の就職率の厳しさは何かに
つけて指摘されています。卒業式に
配られたペーパーはそのことが良く
わかるような気がします。

卒業生は３５５人です。退学、休学者
が１００人近くいます。これはまず
学費を４年間払い続けることが困難
なことが理由にあげられます。就職
希望者は２１１名となっています。
二部の人など勤労、社会人学生があ
る程度いることは理解できます。就
職決定者は県内１０８名、県外就職
は１６名です。就職率５８．８％で
す。元々本土出身者もいますから、多
くが県内就職希望であることがわか
ります。はやりで、この大学も「福祉」
の学科を作っています。就職率はわ
ずかに２５％です。もちろん、後藤の
職場を含め、４月採用はあまりない
のですが、それでも当分就職浪人で
もするのでしょうか。また、就職希望
しない人々は、教員・公務員などを目
指す学校などにもいくとのことです。
いずれにしろ、同じことです。これが
沖縄大卒者の就職状況の一端です。
　大学側が、教授陣がもう少し就職
活動（企業開拓）に熱心であるべきこ
と、学生自身が就職＝自活・自立を考
えるべきこと、親も子離れしていな
いことなどいろいろ原因が考えられ
ると思います。もちろん、大学が就職
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のためだけでないことを承知しつつ、
青い海、青い空、あるいは反基地でこ
ぶしを振り上げるだけではすまない
沖縄の課題です。

ともあれ、会うは別れのはじめ。あら
たな出会いにこそ期待し、何かが始
まるのを待ちましょう。韓国のこと
わざに「しぃじゃぎ、ぱにだ」という

言葉があります。「始まりは、もう、半
分到達したのも同じ」というような
意味です。

ではまた、いつかお目にかかりま
しょう。

　
（沖縄・与那原・愛の園　後藤　聡）
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　梅の花が満開になり、桜もちらほ
ら顔を出し始めて、本格的な春の到
来を感じています。
　3月のはじめに年長さんは須磨ア
ルプスへ卒園登山にでかけました。
この日は登山日和♪前日の雨が嘘の
ように空は真っ青！久しぶりの登山
でしたが、天気にも恵まれて、子ど
もたちも楽しんで登っていました。
道の脇に咲いた花を見つけたり、後
ろに広がる景色に感動したりしなが
ら登った年長さん。途中とても厳し
い道を通ったのですが、さすが年長
さん！というたくましい姿を見せて
くれました。
　３月３日は全クラスでひな祭りの
集まりの時間を持ちました。それぞ
れの学年、クラスで１曲ずつ歌をう

たったのですが、１年前からは想像
もできないくらい上手に歌をうたっ
てくれたぽっぽさん。そして、元気
いっぱいの歌声で新しい歌を披露し
てくれたさんぽさんとらったさん。
とてもきれいな歌声を聴かせてくれ
た年長さん。それぞれの１年間を思
いながら、これからも元気に過ごせ
ますようにと願いを込めて、素敵な
ひとときを過ごすことができました。
　３月２日から４日までの３日間、
アートガレージで年長さんの作品展
が行われました。みんなが時間をか
けて一生懸命作った織物や陶芸、そ
してお母さんたちが心を込めて刺繍
してくださったバンダナ、おうちの
人と子どもたちが相談しながら作っ
て下さったかまぼこ板の宝箱などが
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展示されました。展示されていたも
のの中には、須磨の海へ遊びに行っ
たときに拾ってきた石で作ったペー
パーウェイト、宿泊保育の時、氷見の
海で見つけた『うみのホネ』で作った
モビールなど、この1年間のみんなの
思い出がたくさん詰まったものがあ
りました。そんな作品を見にたくさ
んの方々が訪れてくださって、あの
素敵な空間を楽しんで帰っていただ
けたことを嬉しく思います。たくさ
ん足を運んでくださってありがとう
ございました。
　そして、3月１６日は、2006年度の
卒園式でした。これまで幼稚園で過
ごしてきた２年間、３年間を振り返

りながら、たくさんの方々に見守ら
れて、無事に卒園式を終えることが
できました。巣立っていった６８人
の子どもたちが、それぞれの場所で、
幼稚園で過ごした日々を思いながら
過ごすことができますように。
そんな年長さんに「こうどうようち
えんをよろしくおねがいします！！」
と言われたさんぽさん、らったさん、
ぽっぽさん。みんなは終了式の日に
新しい帽子をもらいました。ひとつ
おにいさん、おねえさんになって、４
月からの新しいクラスに向けて期待
を膨らませていたみんなです。
　　　　　　　　　　　（山崎由貴）

•„‚ª•o‰ï‚Á‚½‚¢‚ë‚ñ‚È•l‚½‚¿

　今年度の関西神学塾の講義が、３
月２３日（金）で最後の講義となりま
した。毎年毎年新たな気持ちで、また
新たな提案のもとに始められる神学
塾ですが、今年度ももりだくさんの
新しい提案、また大切にしたい内容
などが盛り込まれ、とても充実した
１年間を送ることができました。
　神学塾との出会いは、西宮公同教
会に来てからでしたが、学生時代に
このような講義を聞く機会があった
らもっともっと勉強の楽しさがわ

かったことだろうと感じています。
桑原重夫先生の講義からは、新約聖
書の歴史について、歴史を通して読
む聖書、そしてそこから受け取る現
実の世界についてなど・・・さまざま
なことを考えさせられてきました。
先生には、教会の特別礼拝の説教も
担当していただきましたが、桑原先
生の生き方や生きてきたひとつひと
つの時間そのものが講義の内容とし
て伝わってきました。冗談をこめな
がらも、「もう隠退や～」などと言わ
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れている先生ですが、みなさんの強
い希望のもと講義を続けて下さって
います。勝村弘也先生の講義では難
しいヘブライ語を日本語に訳しなが
らその文書の起源や伝承に迫り、当
時の人間の生き方や考え方に思いを
馳せてきました。学問は本当に奥が
深く、おもしろいものなのだという
ことを先生の授業や本などから学ぶ
機会が与えられてきました。震災当
時の先生の働きが、学問でもあるこ
と、学問とは机の上の勉強だけでは
ないこと、学問を深めるために必要
なものなど、そのようなことについ
ても考えさせられる授業でした。
　田川健三先生のマルコ福音書注解
の授業は、全国から集まるメンバー
と共に、講義を聞かせていただく貴
重な機会でした。自分が何一つ聖書
のことを知らない事実や、真剣さが
足りないことなどから始まって、恥
をさらしながらも本当に興味深い授
業を受けることができました。２時
間みっちり語られる聖書の話が、ま
た知識や学問、そして聖書の真髄へ
切り込んでいく勢いと才能にふれる
という経験はとてもとても貴重なも
のでした。他の先生方にも共通する、
一歩も引かない学問への姿勢そのも
のにふれることができたことだけで
も貴重な体験だったと思っています。

岩井健作先生の宣教学は、「岩井健作
の宣教学」という題名のとおり、先生
の生き方そして先生ご自身の教会と
の向き合い方、信仰の探求の方法、教
会で、また日本で、またこの時代に生
きていくことの意義や意味を問う内
容に触れることができました。「宣教
とはこういうものだ」と一例が語ら
れるのではなく、今現在問われてい
ること、またご自身が問うているこ
となどから出されるひとつの命題、
また学問は、やはり生き方そのもの
が反映されている言葉となっていま
した。
　特別講義で出会った飯先生や新免
先生、「教会と聖書」と共催の合宿で
出会った方々との出会いなども貴重
な財産になりました。そして、ギリ
シャ語の授業を神学生と牧師のため
に無償で開いて下さった小林昭博先
生からの授業も心に残る時間です。
もっともっと前に出会っていた
ら・・・と思うことが多い学びのとき
でしたが、「今」という貴重なときが
どんなときにも与えられていて、二
度と与えられない貴重な時間だった
ことも改めて感じる機会でした。多
くの出会いにまた再会できる日、自
分の言葉で語り合えるときがくるこ
とを願いながら新たな一年を歩みだ
したいと思っています。（田中知恵）
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大切な贈り物・津門川　56
　　　“津門川を見る目の変化”

　普段何気なく見る津門川と掃除し
終えた後に見る津門川は違う様に見
えました。
自然が生み出す情緒漂う景観を否定
するつもりはないですが、一般に街
中で綺麗だと感じる風景や町並みは、
人工的に手のかかっている部分が多
いかと思います。区画整備された道
路や虫の付かない木々が一直線に並
んでいる景色を見て妙にすがすがし
い思いを感じたこともあるのではな
いでしょうか。
　そういった見方が僕の頭の中に
あったため、人工的でない津門川に
意識を振られることは今までありま
せんでした。しかし、川掃除に参加さ
せてもらってから違う見方を教えら
れることとなりました。
　掃除を共にした、以前から津門川
周辺に住む住民は、「３０年前の川の
状態は、決して今ほどきれいじゃな
かったよ。」と言っていました。
　事実、今この川にはたくさんの生
物が住んでいます。鯉も泳いでいれ
ば、鯰も泳ぎ、空からは鴨が下りて首
を川に突っ込んでいる。川掃除をし
て分かったのですが、蟹さえも生活
　　　

していました。
　「とても綺麗になったよ。」と。な
るほど。津門川には歴史がありまし
た。
　その歴史を見ても、確実にこの川
は日々成長しているんだと実感する
ことができました。
　今社会では全て壊して新たに創造
する綺麗さを求めているように思わ
れます。しかし、津門川のように既
存のまま自然に逆らわず人の手でご
みを取り歴史を保つよう努めること
が現代人に忘れがちな大切な行動で
はないかと考えます。必要以上に自
然を壊して人工的な自然を作ること
ははたして重要なことなのでしょう
か？
　津門川は人に支えられて以前より
も確実に綺麗になりました。住む生
き物も増えました。それほど綺麗に
なるにはボランティアの方々の並々
ならぬ努力があり、川に対する愛が
あったことでしょう。僕は川掃除に
参加したことで発見した目をもって、
この素敵な川をこれからも見続けた
いと思います。　　　
　　　　　　　　　　（輪島　裕久）
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　　2007年4月　あんなこと　こんなこと…

   ・4月    1日（日）午前6時30分～、早天祈祷会
   ・4月 2、3日　淡路島ワークキャンプ
   ・4月 　 8日（日）午前10時 45分～、イースター記念礼拝
　　　　　　　　「このお話は本当にあったことだといってよいでしょう」
   ・4月   15日（日）午前10時４５分～、特別礼拝　高橋敬基先生
　 ・4月   17日（火）午前10時～、ゆっくり聖書を読んでみませんか
   ・4月　 30日 (月）カレーパーティー
　　　　　　　　 　
◇にしきた商店街…　
　・4月     1日 (日）午後12時 30分～、津門川掃除
　・4月 3、17日（火）野菜市（アーチガレーヂ）
　・4月　　15日（日)ストリートミュージシャンコンテスト本戦
◇アートガレーヂ
　・4月13～ 15日（金～日）写真展
　　　（教会のウィンドウに掲示されていた写真です。　撮影：菅澤邦明）
　・4月24～ 30日（火～月）予定　タイの絵展
　　　　　　（津門川の自然を守る会・日本水環境学会関西支部共同企画）

◇関西神学塾
　・4月     6日（金）桑原重夫先生 「使徒行伝を読んでみよう（22）」
　・4月　  15日（日）公開特別講義（兵庫教区との共催）
　　　　　　　　　    高橋敬基先生（小田原教会牧師）
　　　　　　　　　　                「新約聖書における教師理解」
　・4月    20日（金）田川建三先生　「マルコ福音書註解（中）（38）」
　・4月    27日（金）勝村弘也先生　「死海文書を読む（23）」   　　　　　  　　
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　教会学校から　　
　　　　　　　　　　　　
　
　《3月の活動報告》

◇3月4日（日）まと当てドッチビー

◇3月11日（日）切り紙パート２

◇3月18日（日）
　新入生歓迎パーティー・うたって
　うたって歓迎会

◇3月21日（水）
　教会と子どもどもセミナー
◇3月25日（日）歓迎ガーデンパーティー
　　　　　　　　　　　　　　
　《4月の活動予定》

◇4月1日（日）イースターカード作り

◇4月8日（日）
　イースター礼拝、卵探しゲーム、卵
　を食べる！

◇4月15日（日） 笛で遊ぶ

◇4月22日（日）
　ちょっといいこと・映画鑑賞会

◇4月29日（日）作って遊ぶ

◇4月30日（月）カレーパーティ
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今　月　の　あ・そ・び
　“ケーナ”で遊ぶ

“ケーナ”のワークショップで、ケー
ナを作りました。夏に兵庫県立芸術
文化センターでモーツァルトの「魔
笛」の公演が予定されています。それ
が「魔笛」と呼ばれるくらいですか
ら、オーケストラの編成には“笛”が
中心になるオペラなのです。オーケ
ストラで演奏されるのは、フルート
やピッコロなどの笛ですが、主人公
たちはその笛の魔力、「魔笛」の助け
を借りて、危険を克服していくとい
うのがオペラの筋書になっています。
ただし、その「魔笛」の力をもってし
てもハッピーエンドで終わらないと
いうのがモーツァルトのオペラの際
立っているところでもあるらしいの
ですが。
　というモーツァルトの「魔笛」に登
場する笛ではないのですが、手作り
できてしまいそうな楽器ということ
で、ケーナのワークショップをする
ことになりました。
　手作りの笛がケーナになったのに
は、それなりの理由があります（兵庫
県立芸術文化センター・佐渡裕プロ
デュースオペラ・モーツァルト「魔
笛」公演記念・主催・にしきた街舞台
実行委員会）。何よりも、ケーナを作
れてしまいそうな笛が身近にあった
ことです。阪急神戸線を西宮北口か
らさらに行った線路沿いの武庫川の
手前にある神社が日野神社です。そ
の日野神社の境内の南端にその竹が

ありました。以前、２～３度その竹を
もらってきて、笛らしきものを作っ
てみたことがあります。本気で作っ
たのでも、本気で演奏の練習をした
こともありませんでした。それが、
「魔笛」のことでケーナのことになっ
て、本気で作ってみることになりま
した。そうこうしているうちに、本気
でケーナを演奏している人がいて、
本気でケーナ作りをすることになっ
て、本気で日野神社の宮司宮崎さん
とお話をすることになりました。
　こうして、うれしいことに日野神
社のその竹は、本気でケーナを演奏
し、本気でケーナ作りをする人に、全
くぴったりの竹であることも分かり
ました。フシの間隔、口径、肉厚など、
どれをとってもぴったりの日野神社
の竹の名前のことは、未だに“不明”
です。フシの間隔が長く、黄色っぽく
て縦に緑の線が２～３本入っている
その竹は、見た目も美しい竹です。
　３月２５日に約２０名の子どもた
ちと大人が集って、約３時間かけて
全員ケーナを完成させることができ
ました。音出しはすぐにとはいかな
くて、それぞれの宿題になりました。
自分でも作ってみたケーナは、少し
ずつ音が出るようになって、何とか
“かえるのうたは・・・”を吹けるよ
うになりました。ただし、"本番"に
は弱くて、“完奏”できたのは時々で
す。　　　　　　　　　（菅澤邦明）
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　春ですねー。とは言っても京都は
まだ夜が寒くて未だにダウンジャ
ケット愛用してます。早く桜が咲か
ないかなぁ・・・夏生まれながら、一
番好きな花は桜です。たまーにしか
つけない香水も、桜です。桜モチーフ
の雑貨やらアクセを見るとテンショ
ンが上がります。でも季節物なんで、
買おうとは思わないですけどね。
やっぱり咲いても、いつか散るのが
桜ですから。奈良時代から和歌にも
詠まれていることですけれど。最近、
そういった自分の中のすごく「和」な
部分に気づくことが多くて、何だか
嬉しいです。食べ物に関しても、めっ
きりパンパスタ万歳の洋食主義かと
思いきや、抹茶やきな粉や豆乳など
の、和素材を使ったお菓子には必ず
反応しちゃうんですよね。西洋史な
んて専攻しててもやっぱり私て日本
人なんだなぁと。まぁ外見から言っ
ても超日本人（平面顔、なで肩、寸胴）
なんですけど。着物ラブです。夏は
ミュールより下駄です。
　そんな私、本日とっても和の世界
の華やかさを現代の映像として詰め
込んだ映画を観て参りました。安野
モヨコの漫画を原作にした『さくら
ん』です。元々、ファンクラブに入っ
てしまうほど好きな椎名林檎女史が

音楽監督として参加しているとあっ
て興味はあったのですが、江戸時代
の吉原を舞台にした花魁の映画と言
うことで、これはもう、世が世なら中
世ヴェネツィアの高級娼婦に生まれ
たかったと思っておりました私とし
ては観に行くしかなかったのです。
日本史も好きですし。で、観にいった
ら久々に遊郭熱が上昇してきました
ので、本日は誠に不健全ながら、吉原
についてちらっと紹介しつつ『さく
らん』の感想を綴ろうかなと思いま
す。
　不健全とは言っても江戸の吉原は
現在一般に思われている遊郭のイ
メージとは全く違って、いかがわし
い所ではなく、むしろ幕府公認の社
交場の様な場所でした。誰でも入れ
るわけではなく、ある程度の身分と
金を持ち、遊び方を心得ている人々
が集う文化的サロンであり、文芸、音
楽、ファッションの流行の発信地で
もあったのです。お歯黒溝と呼ばれ
る堀で囲まれた、周囲から隔絶され
た世界で大小様々な店が立ち並んで
いました。そこで暮らす遊女は、小さ
いときから禿（かむろ）として遊女屋
に住み込みで奉公し、新造を経て、座
敷持、昼三、そして呼び出し花魁へと
いう道を辿るのでした（呼び出し花

‚Ü‚Ü‚Ü‚Ü‚Ü‚¢‚¢‚¢‚¢‚¢‚Ì‚Ì‚Ì‚Ì‚Ì‚È‚È‚È‚È‚È‚ñ‚ñ‚ñ‚ñ‚ñ‚Å‚Å‚Å‚Å‚Å‚à‚à‚à‚à‚à̂ ÄˆÄˆÄˆÄˆÄ“à“à“à“à“à



15

魁になれるのはごくごく一部でした
が）。花魁というのは吉原における最
高級遊女で、金銭になびかず誇りを
第一とする「意気張り」を信条とし、
容姿は勿論のこと歌舞音曲、囲碁、将
棋、茶道、華道にも優れていなければ
ならず、手練手管で客を思うがまま
に操る技量も必要とされました。
カッコいい。花魁の馴染み客になる
には、三度は通わないといけなくて
お金も相当かかるので、庶民にとっ
ては羨望の的でした。それでもその
気位や自由は所詮吉原の中だけの自
由で、馴染みになった大名や武士に
身請けされるとなれば選択の自由は
なく、しかもそれ以外に吉原を出る
道はないのでした。
　さて、そんな吉原を舞台にした映
画『さくらん』だったのですが・・・
以後ネタバレますので観に行く予定
のある方は注意。全体的に色彩とか
画面は、さすが蜷川実花！て感じで
美しかったのですが、話の筋がどう
も。途中まで上記のような吉原の理
をうまく描いていると思っただけに
終盤が残念。あのラストじゃ矛盾で
すよー。しかも何か軽いし！花魁と
しての誇りを見せて欲しかったなぁ。
あと、教養的な場面も欲しかった。何
か普通に話してお酌して、というも

てなしばかりだったので。粧ひと高
尾の生き様は良かったのだけれど。
あと女将がイチオシやったのですけ
れど。やっぱ、ああいう時代物の映画
は、ストーリーよりも、画面を楽しむ
ために行ったほうが良いみたいです。
特に私のような歴史ヲタはね。でも
本当、画面としての美しさや、舞台装
置や、脇役は非常に素晴らしかった
です。林檎さんの歌は、私が聞き込み
すぎてたこともあって若干気になっ
てしまいましたが・・・。あとさすが
にお客さんが一定の年齢以上の女性
ばかりでした。２時間、極彩色世界に
トリップするには非常に良かったで
す。そんな映画。では、来月はまた健
全に戻ります故、今回はこの辺で。
　　　　　　　　　　　（高橋　舞）
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　昨年一月の北陸地方の大雪の折の事故
の後、父は病院、ケアハウス、老健施設
と自宅に帰るということはできなくなっ
てしまいました。3月２６日、２７日と
そんな父と一緒に田舎の家に帰り、数時
間過ごすことができました。車の乗り降
りなど、すべて人手が必要な父ですが、
段差の多い自宅の玄関も、人手を借りな
がら自分の足で昇って、自分の足で降り
ました。そして言葉も少なくなった父で
すが、車から降りて庭で一休みをした時
に、庭でつんだふきのとうに笑顔になっ
て、一年ぶりに自分の家に帰ったことに
気付いて、とてもうれしそうでした。そ
んな時間を過ごして欲しいと願って、老
健施設でのお世話をお願いしているOさ
んやMさんの助けがあって、そのことは
実現しました。Mさんは、かつて母が作っ
ていたのと同じ田舎の料理を、たっぷり
その日の為に用意してくださいました。
流動食がほとんどの父ですが、そして入
れ歯もはずしたままなのに、一つ一つの
その料理をおいしそうに食べていまし
た。そうして父と一緒に食べた、Mさん
の手作りの田舎の料理の味は、もうひと
つの新しい父との思い出となりました。
　　　　　　　　　　　　　   　（Ｋ）
　　　　　　　　　　　
　幼稚園の園庭のけやきの木に小さな小
さな葉っぱが顔を出しています。
夏には大きな木陰を作ってくれて、秋に
はたくさんの落ち葉となって舞い落ち
る。子どもたちの生活をいつも見守って
いてくれたけやきの木にも新しい命の始
まりに出会えて嬉しくなりました。
いろんなところでまた新しい始まりで
す。これまでがあるからこれからがある
んだなぁとけやきを見上げながら改めて
思いました。
素敵な春になりますように…。   （Ｉ）
　　　　　　　　　　　　　　　
　先日、さんぽ・らったさんたちと王子
動物園へ行ってきました。桜並木の枝々
には、たくさんのツボミがついていて、
去年度みんなでみた満開の桜の風景がよ
みがえってきました。
何度も足を運んでいる場所でも、みんな
と一緒だとその度に新たな発見がありま
す。そうやって様々な貴重な体験を、子
どもたちと一緒に楽しませてもらってき
ました。みんなと過ごした特別な毎日は

つ と が わ

編集後記

何にも変えられない大切な宝物☆素敵な
毎日を与えられてきた事に、改めて心か
ら感謝！です！！ 　　　　　　　　　
（Ｙ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　虫歯が出来てしまい、治療に行かずに
ほったらかしにしていたのですが、先日
５年振りに歯医者に行ってきました。深
く削られポッカリ穴が空いてしまった
時、自分の歯をもっと大切にしてあげな
いと…と思いました。　　　　　（Ｎ）

　私は、『いつもとおんなじ帰り道』を
気分によって変えるのが好きです。たま
にはバスに乗ってみたり、一駅歩いてみ
たり…
そして先日も、乗ったことのない線のバ
スに乗って、いろいろなバスを乗り継い
で帰りました。すると、初めて目にする
風景が飛び込んできたり、どこの道がど
こへ繋がっている！という発見があった
りで楽しんで帰ることができました。
そういう時間はとてもゆったり流れてい
るようで大好きな時間です。    （Ｙ2）
　
   春・桜満開！緑の木々の芽吹きも美
しい。青空にすべてが映えて輝いている
のを見ると身も心も軽やかに～。思いは
そうなんですが、実際には気持ちだけが
先走り、身はちっともついていかずとい
うのが実状です。春・４月、新しいスター
トがそれぞれにあることでしょう。幼稚
園も９日始園、１２日入園式です。保育
所に行っている孫は誰よりも一足先に上
のクラスに、２日からです。こちらはう
れしさと、年齢以上の自立を求められる
反動で心は半分こに、加えて母親の転勤
などで相当に落ち着かない新年度を迎え
ています。わたしはといえば、玄関に草
鞋が何足も並んでいる気分、もともと靴
の溢れている片付かない、一体何人家族
かというお恥ずかしい玄関ではあります
が～。右と左が違うということだけは避
けようかなと思っています。2007年度も
よろしく｡ 　　　　　　　　    （Ｊ）


